「幻の「源氏物語絵巻」をもとめて・続」総括 (〈特集1〉二〇一三年度国際シンポジウム「幻の「源氏物語絵巻」をもとめて・続」) by 小嶋 菜温子 & コジマ ナオコ
「
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
も
と
め
て
・
続
」
総
括
小
嶋
菜
温
子
本
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
〇
八
年
開
催
の
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
を
も
と
め
て
」（
於：
立
教
大
学
）
の
発
展
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
初
期
に
成
立
し
た
問
題
の
豪
華
絵
巻
は
、『
源
氏
物
語
』
享
受
史
の
み
な
ら
ず
、
日
本
文
化
史
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
と
し
て
の
重
大
な
意
義
を
孕
む
点
で
、
各
界
か
ら
注
視
さ
れ
て
い
る
。
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
専
修
を
基
盤
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
お
い
て
、
こ
の
絵
巻
の
断
簡
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
見
し
、『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化
』（
小
嶋
・
小
峯
・
渡
辺
編
）
の
な
か
で
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
界
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
注
目
が
集
ま
っ
た
経
緯
に
基
づ
き
、
立
教
大
学
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
連
続
開
催
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
前
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
で
あ
る
近
世
初
期
成
立
の
謎
の
豪
華
絵
巻
の
解
明
へ
の
糸
口
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
さ
ら
な
る
探
求
の
た
め
の
広
汎
な
議
論
を
行
う
べ
く
計
画
し
た
。
美
術
史
学
・
文
学
の
領
域
を
超
え
、
国
内
外
の
関
連
研
究
者
の
知
見
を
終
結
す
る
形
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で
臨
ん
だ
。
報
告
部
門
と
コ
メ
ン
ト
部
門
に
加
え
て
、
討
議
の
部
門
に
も
力
を
注
げ
る
よ
う
な
布
陣
を
敷
き
、
総
勢
十
五
名
の
専
門
家
に
よ
る
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
上
記
の
趣
旨
と
計
画
に
基
づ
き
開
催
し
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
想
定
ど
お
り
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
報
告
部
門
で
は
、
徳
川
本
「
桐
壺
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
吉
川
美
穂
氏
の
報
告
に
お
い
て
基
礎
的
な
報
告
付
け
が
な
さ
れ
た
。
京
博
本
「
葵
」
に
つ
い
て
の
松
岡
知
華
氏
の
報
告
に
お
い
て
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
「
葬
礼
図
」
の
定
位
に
関
す
る
新
し
い
調
査
報
告
も
な
さ
れ
注
目
さ
れ
た
。
製
作
者
と
図
様
分
析
に
関
す
る
エ
ス
テ
ル
・
レ
ジ
ェ
リ
ー＝
ボ
エ
ー
ル
氏
の
報
告
に
お
い
て
は
、「
源
氏
絵
」を
含
む
物
語
の
絵
画
化
へ
の
視
座
が
示
さ
れ
有
意
義
で
あ
っ
た
。
近
世
初
期
の
源
氏
学
に
つ
い
て
の
海
野
圭
介
氏
の
報
告
に
お
い
て
は
、
広
汎
な
享
受
史
を
背
景
と
す
る
『
源
氏
物
語
』
の
受
容
の
実
態
が
詳
ら
か
に
さ
れ
傾
聴
さ
れ
た
。
コ
メ
ン
ト
部
門
で
は
、
上
記
報
告
を
踏
ま
え
て
の
、
さ
ら
な
る
傍
証
や
検
証
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
最
終
の
討
議
部
門
に
お
い
て
は
、
総
勢
十
五
名
の
専
門
家
に
よ
る
徹
底
討
論
が
行
わ
れ
た
。
討
議
部
門
だ
け
で
も
二
時
間
を
費
や
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
で
は
六
時
間
に
わ
た
る
充
実
し
た
会
議
と
な
っ
た
。
残
余
の
断
簡
探
し
、
注
文
主
・
製
作
者
・
絵
師
完
全
な
ら
解
明
に
は
、
今
後
も
さ
ら
に
調
査
の
時
間
を
要
し
よ
う
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
た
め
の
大
き
な
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
計
画
段
階
で
は
と
く
に
公
刊
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
立
て
ず
に
置
い
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
成
功
裡
に
終
了
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
成
果
の
公
開
の
必
要
を
感
じ
た
。
美
術
史
研
究
と
日
本
文
学
研
究
と
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
論
集
の
形
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
広
く
世
に
問
う
こ
と
で
、
問
題
の
豪
華
絵
巻
の
文
化
史
的
な
意
義
の
解
明
の
み
な
ら
ず
、
あ
の
よ
う
な
絵
巻
を
生
み
出
し
た
近
世
初
期
の
京
都
文
化
圏
の
解
明
を
目
指
す
こ
と
の
意
義
は
き
わ
め
て
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
成
果
の
公
刊
が
実
現
す
れ
ば
、『
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化
』
に
続
く
、
立
教
大
学
を
基
盤
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
成
果
を
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
日
本
文
化
史
の
再
検
討
と
い
う
大
き
な
見
通
し
の
も
と
で
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
形
に
す
る
予
定
で
あ
る
。（
本
学
教
授
、
日
本
学
研
究
所
副
所
長
）
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